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第8回公式PRビジュアル

結 果 発 表 今年もホームページのトップ画像などに使用するPRビ
ジュアルを募集し、40点が集まりました。

グランプリ（1作品）

　本作品は、「医療がパズルのように組み合わ
さって広がることによって街に住む地域の人々
が繋がり、もっといきいきした街になってほし
い」という思いが伝わるようなコンセプトで制
作しました。
　Webバナーの制作は今回の応募企画が初めて
だったため苦戦した点もありましたが、表現の
幅を広げるとともに、グランプリを受賞できて
誠に光栄に思います。これからもたくさんの人
の心に響くような自分らしい作品が作れるよう
努めて参ります。

川崎医療福祉大学　2年

周藤 瀬奈 さん

優秀賞（5作品）

岡山県立大学　1年

小紫 萌菜 さん

『わが街健康プロジェクト。』
公式ＨＰはこちら

※2021年10月のラジオから
YouTubeで音源を公開しています。

受賞者コメント

川崎医療福祉大学　2年

與田 実乃里 さん

岡山県立大学　1年

門田 智子 さん

川崎医療福祉大学　2年

野瀬 瑶生 さん

川崎医療福祉大学　2年

浦中 亜衣梨 さん

岡山県立大学　1年

大石 芽依 さん

サポーター賞（1作品）サ

https://www.wagapro.net/

講演会情報や過去のラジオ音源

などを随時更新！

受賞作品も掲載しています！



　新型コロナウイルス感染症の影響で、2020年2月4
日の開催を最後に長らく中止しておりました講演会
を、5月23日（火）に開催します。
　再開後初となる今回は、倉敷成人病健診センター 
健診診療部門 婦人科 部長 斧澤克乃 先生に『コロナ
禍を経て考える これからのけんしん』をテーマにご
講演いただきます。
　以前は大勢の方にご参加いただいておりました

が、今回は感染防止のため参加者を100名に限定（要
申込）しております。※申し込み受付は5月2日（火）に
終了しております。

　講演後、YouTube「わが街健康プロジェクト。」公
式チャンネルでも講演の様子を配信予定となってお
りますので、そちらもぜひご覧ください。

「わが街健康プロジェクト。」公式チャンネル「わが街健康プロジェクト。」公式チャンネル
「お薬の管理や飲み方の工夫について」や
「共催医療機関の紹介」などの動画を配信中です！

感染対策のもと、待望の講演会開催

「わが街健康プロジェクト。再会記念講演会」開催のお知らせ

郵送： 〒710-8602　　倉敷市美和１－1－1
倉敷中央病院　地域医療連携室内　『わが街健康プロジェクト。事務局』宛

氏　　　名

住　　　所

電　話　番　号

生　年　月　日

メッセージ・ご質問

(ふりがな) (ペンネーム)

※個人情報は事務局が責任をもって管理します。（投稿内容についてお伺いする場合がございます。）

〒

問合せTEL（わが街健康プロジェクト。事務局）：086-422-5218

FAX  ： 086-422-5219

※ペンネーム無記入の場合はお名前で掲載します。

共催医療機関へご持参でのご応募も受け付けております。
ホームページ内の入力フォームからも受け付け可能です。表面のQRコードからご覧ください。

講演会中止の間、発行しておりました「にじいろ便り」

ですが、講演会再開に際し、定期的な発行は今回で最終

回となります。

今後は講演会の様子などを不定期でお知らせしていきた

いと思いますので、これからもよろしくお願いします。


